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(1)できると，わかるを分ける

(2)４年生の数と計算指導

(3)５年生の数と計算指導

(4)６年生の数と計算指導

アウトライン



・ウクライナへの侵攻に伴い，ウクライナ語版算数・数学動

画コンテンツ制作開始

・並行して，日本とウクライナの算数・数学教科書比較

・ウクライナの教科書では，ほとんど筆算を扱わず，交換法

則・結合法則・分配法則を用いた計算の意味指導中心

・かけ算も九九のように系統的に扱わず，意味指導中心

・日本では計算は素早く正確にできるが，意味指導は弱い

そこで，

・１～３年生は，技能に重点を置いた「できる」指導

・４～６年生は，理解に重点を置いた「わかる」指導

きっかけ



「できる」から「わかる」への指導

つくる（創造）

聴く（交流）

話す（表現）

書く（説明）

わかる（理解）

できる（習熟）

おぼえる（記憶）
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４年生 交換法則・結合法則・分配法則
を用いた加減法の意味

概数・概算

５年生 頭位からの加減法の筆算

小数のままの乗除の筆算

６年生 指数を用いた加減乗除の計算

高学年の数と計算指導
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４年生 加減法



シンガポール：概算（小４）

要点

・上限と下限から近似

・十進位取り構造の

性質を活用

・10倍, 100倍, 1/10, 

1/100といった考え

を多用

・筆算の誤答チェック

としての役割
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１）計算の順序に自由度を持たせる

２）筆算から概算につながる様式（そろばん）

５年生 バラ数による加法

横地清（1979）「筆算の形式を概算について」数学教育学会研究紀要，Vol.18/No.1・2，pp.24-35



１）繰り下がりで９や１０が混在して出てこない

２）繰り下がりのミスを低減する一方法

５年生 バラ数による減法

横地清（1979）「筆算の形式を概算について」数学教育学会研究紀要，Vol.18/No.1・2，pp.24-35
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＜わる数を整数に直す筆算＞ ＜小数のままの筆算＞

小数点移動しない除法
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人口（千人） 滋賀 1,414，京都 2,578，大阪 8,838

1,414×103＋2,578×103＋8,838×103

＝（1,414＋2,578＋8,838）×103

＝12,830×103

52,000×250,000 52000

＝1,283×104× ×250000

＝52×103×25×104 260

＝52×25×103×104 104

＝1300×103+4 13000000000

＝13×102×107 ＝13×109

６年生 指数を用いた加減乗除


